
自己分析①（本当の自分を知る） 

通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教材 

  Ⅰ   課題を見つけるためには、自分の立ち

位置や自分というものを分析・把握す

ることが肝要である。これまでこのよ

うな観点から自分を見つめ直したこと

のない生徒も多い。グループでの活動

を通して自分を俯瞰する機会とする 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

20 分 

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

課題設定 

 自分の問いを見つけるためには、まず「自分」についてよく知ることが

必須になる 

  

  

  

本当に自分がやりたいことが分かると、自分全体を突き動かす真の

動機として「エンジンの役割」を果たす 

  

「つらくても楽しい」＝「hard and fun」 

  

  

現在の社会を生きるために、時代の変化を考えてみよう 

  

戦後日本が歩んできた社会 

どこかに目指すべき「お手本」があってみんなが共通する「目標」

が見えていた時代 「良い大学」「良い会社」「良い家庭」単線的

な流れ 

  

今の仕組みで、環境問題や格差問題は解決できていない 

  

多様な価値観、全ての人が認める絶対的な「正しさ」が存在するか 

  

本校で重要視している「資質・能力」である「創造力」について 

その構造や定義を説明 

  

課題は自分の今いる立ち位置と在りたい自分、在りたい社会のギャ

ップ そのため、課題設定の基礎として「自己」を知るところから

始まる 

  

 やりたいことと好きなことは同じではない 

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

自分のやりたいことが分からない人のために、３つの観点から質問

に答えて、本当に自分のやりたいことを探る 

  

  

自分がやりたいことは、３つの側面が考えられる。 

すなわち① 自分が大切に思うこと「価値観」② 自分が他者よりも

苦労なく、または楽しく出来ること、得意なこと「才能」③自分が

好きなこと、やりたいこと「情熱」 

この３点の側面からじっくり自己を分析する。 

  

自分の課題については、上記３点を基本に①やりたいこと「Ｗｉｌ

ｌ」②求められること「ｎｅｅｄ」③できること「ｃａｎ」の 3点

が重なるところを意識する 

  

  ３つの観点を要約しています 

  

   

グーグルフォームを活用して、３つの観点を柱に４０問ほどの質問

に回答することで自己分析の材料とする 

  

  

   

「価値観」についての質問 

  

 嫌いなもの、苦手な人などを尋ねることで、その裏返しで自分が

大切にしているものをあぶり出す。 

 特に家庭に関することは、自分の家庭が標準であると思いこんで

いるのでグループで話し合うことで気づきを得ることも多い 

  

「才能」についての質問 

 自分で特別苦労しなくてもできること。これも普段自分では気が

つかないことが多い。自分をよく知る家族や友人などから情報を収

集することが有効である。 

  

  

「情熱」についての質問 

 自分から多くの犠牲を払ってでもやりたいこと、どこまで覚悟が

あるかで自分の情熱の大きさを自覚できる。 

 幼少の頃の自分を思い出し、夢中になっていたことなども参考に

してその中のどの要素に魅力を感じていたかを分析して好きなこと

をあぶりだす。 

  

各観点の質問の回答を自分であらためて俯瞰する 

      

  

 


